
第１章
俳句の基礎

ここでは俳句を詠むための基礎を学びます。
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第１章
～俳句の基礎～

第１章では、俳句の基礎として３つの柱を立てて説
明してゆきます。



この三本柱が俳句の基本です。

３つの柱とは

「凝縮性」 「具象性」 「普遍性」
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第１章
～俳句の基礎～
No３ 普遍性

俳句の三本柱の一つ「普遍性」は俳句
の鑑賞や研究、そして普及に必要な柱
です。



普遍性とは？

俳句は鑑賞したり鑑賞されたりし
合いながら、読者としての共感以
上に、その俳句を共有し理解して
もらうために普遍性が必要です。

普遍性がある俳句は、解りやすく多くの人に広まりやすく、伝承
しやすいものです。
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例句

ちるさくら海あをければ海へちる
高屋窓秋

句の解釈

季語は「さくら」春。

海は青く広々と続き、そこへ桜が散っている。そして海が青いから海へ散るという表現に

作者の想いが感じられます。青い海だからピンクの桜は舞い散るという美しい俳句です。

この俳句は「海」のリフレインが効果的です。桜のピンク色と海の青
さ。この対比は、読者が共有できる美しい光景です。



それでは次回は～俳句の鑑賞～です。
お楽しみに！
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